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中 央 法 規 出 版 ㈱ の 新 刊 書 

 『障害年金請求援助・実践マニュアル―精神障害者の生活を支えるために』の 

購読を皆様にお願いします！ 
  
1. 前著を２つの方向で発展 

 本書は、好評であった前著『障害年金の請求の仕方と解説』を、二つの方向で発展させ

ることを追求しました。一つ目は、ソーシャルワークと結びつけた年金援助の理論化の方

向です。二つ目は、実務重視の観点から最新の情報を取り入れ内容を充実する方向です。 

2. ソーシャルワークと年金援助 

(1) 長期の疾患・障害、高齢などの問題をもった人の生活支援の基本は、所得保障です。

この問題に正面から向き合うのもワーカーの仕事です。ワーカーにとっての障害年金請求

援助とは、主として対人援助技術を用い、精神障害者とその家族の生活支援をおこなうた

めに、障害年金の請求手続き及び受給後の諸手続きなどの援助を行うことです。 

(2) ワーカーの年金援助は、① 実務的・事務的援助機能、② 心理的援助機能、③ 調

整的援助機能の 3 つに分けることができます。①については、ワーカーによる援助実践例

を載せています。巻末の索引などを活用し必要な部分をお読みいただけば、具体的な援助

の対応は可能と思います。②については、本書では社会的偏見やスティグマを克服するた

めの精神的・心理的援助の必要性を詳しく書いています。最後の③は、医師と本人の間の

仲介、本人と年金の相談・手続き窓口の間の調整、社会保険労務士などとの連携などにつ

いて具体的に叙述しています。とっつきにくいと思われている年金援助を、請求手続きの

各段階に応じて、具体的にどうすればよいかも分かりやすく詳細に説明しています。 

 (3) 本書は年金に係わる専門職が協力関係を築くことの重要性を訴えています。生活の全

体を見通すワーカーの力、年金事務所の職員や社会保険労務士の実務的・法律的知識、豊

かな経験に裏付けられた精神科医師の疾病や障害についての知見など、年金にかかわるそ

れぞれの職種の人たちの特性と専門性を生かし、相互に協力しあってこそ、精神障害者の

年金の援助・実践が有効になると思います。 

3. 本書を援助実践で活用を 
精神障害の場合、年金の請求手続きをしていないために、家族に扶養され経済的自立だ

けでなく生活の自立も困難となっている人もたくさんおられます。執筆者の山口は、本書

の中で「できるところからはじめよう」と書いています。本書が多くの方に読まれ、みな

さんの職場で障害年金の請求手続などの援助に生かされるとともに、学習会や研修会の資

料として活用されることを願ってやみません。 

             精神障害年金研究会一同（代表世話人 高橋 芳樹）  



※ 本書は利用しやすさとわかりやすさを目ざし、①最新情報の提供、②用語の定義の明

確化 ③索引、資料、図や表の充実、などに工夫しています。 

 元日本福祉大学教授の池末美穂子氏は、「発刊に寄せて」の中で「少し複雑な事情を抱え

た場合、障害年金の手続きはたちまち迷路に入り込んでしまいます」、しかし、ワーカーな

どの障害者を支援する関係職員は、「制度・しくみがどんなに難しくても逃げずに向き合っ

てほしい。それに応えるのが本書の最大の狙いである」と書いています。本書は、池末氏

が書いているように、「年金の請求を決心した当事者とご家族を励まし、支援する関係者の

方々を支えるものとなる」ことを目指しています。 
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主 要 目 次

第１編　所得保障の重要性とソーシャルワーカーの役割

第２編　障害年金の請求の仕方と制度の解説

第３編　診断書の書き方と診断書の見本

第４編　障害認定基準の改正経過とその問題点

資料編  

　複雑で難解な精神障害の障害年金のしくみ・請求手続

などについて、詳しくわかりやすく解説。

　初診証明の取り方から、診断書の書き方、障害認定基

準の改正経過、不服申立制度など、障害年金の請求手続

に必要なすべての情報を網羅。

　ソーシャルワーカー、社会保険労務士、年金関係職員、

医師、保健師などが実務を進めていく上で必携の書。 

■ �ワーカーの役割や援助を進めるポイントなどを

紹介し、実践力を高める！

■ ��精神障害（「統合失調症」「気分（感情）障害」な

ど典型的な例）の診断書見本を掲載し、実務に

強い 1冊！

■ �Q&A、資料、索引、図表を充実させ、使いやすさ

をとことん追求。


